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4 章〜7 章では、建築系•住居系学科歴代女子卒業生の結婚•出産などの家庭生活と仕事丨こ関わる 
個々人の人生選択に焦点を当てて、それぞれの型（① 「育児両立型」、② 「D IN K S型」、③ 「独身仕 
事継続型」、④ 「専業主婦型」）の特徴と選択の決定要因、キャリア継続阻害要因、キャリア継続成立 
要因を分析した。ワークライフスタイルの選択は、結婚 • 出産と深く関わっており、仕事と生活双方 
のあり方を調整した結果である。長時間労働が当然視される当業界において、女性専門職のワークラ 
イフスタイル型別社舍参画への課題• 改善策を明らかにできた。


















のワーク • ライフ • バランスのあり方に大きな影響を及ぼすであろうことに注目している。
本研究の成果は以下のように整理される。
① 建 築 系 • 住居系学科歴代女子卒業生の追跡調査を通じて、複雑な産業構造を持ち解明が困難であ 
った当分野の女性参画の実態について、結婚•出産などの家庭生活と仕事に関わる個々人の人生選 
択に焦点を当ててその課題を明らかにできた。その際、ワークライフスタイル型(①「育児両立型」、 
② 「D IN K S型」、③ 「独身仕事継続型」、④ 「専業主婦型」）を設定し、それぞれの型の仕事と生 
活歴の特徴、キヤリア継続を阻害する要因を明らかにした。
②女性参画の推進だけでなく、それによって生活空間創造にどのような利益がもたらされるかを、 
当分野の職能に照らして明らかにした。設計業務を中心とする男女を対象としたアンケー卜調査を 
通じて、多くの建築設計技術者は自らの生活体験と重ねながら生活者や利用者の住要求を把握し、 
専門家としての職能を自覚しながらそれを空間計画• 設計に反映していることを示した。その際、 
男女の生活体験には性差が存在すること、それが多様性として仕事に反映され女性の視点として評 
価を得ていることが検証された。このことは、仕事と生活の狭間で苦悩している女性専門家に展望 
を与える役割も果たした。
③建築系学科に加えて住居系学科が建築•住居専門家を輩出する教育システムは世界的にも他にあ 
まり例がないが、その下で、我が国の住居系学科における生活からのアプローチを重視した建築• 
住居教育は、早くから女子学生を中心に多くの生活視点を持つ専門家を育成してきたことを検証で 
きた。
以上により、審査委員会は本論文を博士（学術）の学位を授与するに値するものと認定した。
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